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て, 林 (2007) の 『都市交通地域論』 があげられる。交通発展と都市地域
構造形成との関係について, ネットワーク分析・グラフ理論を援用しなが
ら, 交通と産業立地, 国際貿易と物流システム, 環境問題をふくめて記述
した大著である。
日本と欧米の都市交通政策を比較するのは, 谷の一連の研究である。















ているのが, 須田昌弥をはじめとする一連の研究である (須田, 2007ほか)。






















せてきた。この反省から, compact city は都市中心部を中心に再開発を行
い, 公共交通機関を中心とした町づくりを行うことによって, 市街地やコ
ミュニテイの再生を行おうという試みである。Ishikawa and Tsutsumi
(2006) では, LRT (低床型路面電車) の導入が米国ダラス大都市圏の社
会経済的性格をどのように変化させたか, 土地利用・通勤流動・低成長政
策・環境の視点から大都市圏の構造を変化させるのに有効であるかを分析







困難であることを指摘している｡ 戸所 (2006) は前橋市を事例に, 駅勢圏
が連続する既存市街地形成をもとにした地方都市圏の一体化をはかるため
に, 鉄道利用促進への条件と新駅設置整備について提言している。
なお鈴木・吉永 (2006) は, GISを利用して東京大都市圏における鉄道
利用した場合の到達時間圏域の変化を経年的に示し, 周辺の駅に比べて到
達圏域のより広い駅を ｢極｣ として, 結節構造の多極化を解明している。










須山 (2005) は, 長距離バス交通からみた韓国の都市群システムについ





























て, 石関 (2007) は運輸局への路線免許の申請を通して, 開設・廃止の記











さらに井上 (2005) は, 近畿各地の自治体バスを, 既存バス路線廃止の
公営代替バスと, 公共交通空白地域でアクセシビリテイを高める目的で自
治体によって運行されている ｢コミュニテイ｣ バスとに類型化した｡ 運行
の直営方式と委託方式の違いは近隣自治体の先行事例の影響を受けている





































また横山 (2006) は本四連絡橋の神戸・鳴門ルート全通により, 高速バス
運行が四国から直接に京阪神指向に集中したことを述べている。




































お Kawabata (2003b) においては, 各大都市圏における就労アクセシビリ
テイ格差についての分析結果が GISを用いて地図上に表現されている。
４. 近代交通の歴史地理学研究
葛西 (2003) は近代の交通革命について, 幕末の開港以来, 古い交通制
度から新しい交通制度への転換, 鉄道輸送と海上輸送の発展, 鉄道の開業
による道路輸送と河川舟運への影響について述べている。






























庫へという変化をあげている。安積 (2005) の著書では, 四大港湾, 大都
市近郊内陸部, 大都市近郊周辺部 (滋賀県) の倉庫立地を, その発展とし
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て安積 (2007) では, 日本の営業倉庫の立地分析を, 五大港, 四大都市の
近郊内陸部, 二大都市圏の周辺部 (滋賀県・群馬県), 大規模府県 (愛知




























て述べているのが, 土屋・箸本 (2004) の論文である。大型店チエーン向
けの配送システムが一括配送であり, コンビニ向け配送システムがルート
配送である。またチエーンストア自らが配送センターを運営する ｢自社セ






通経路と消費が ｢二極化｣ していること, スーパーマーケットにおける生
産者の顔が見える野菜の流通やインターネットを通しての魚の個人向け通
販などの ｢個別化｣, 流通システムの ｢国際化｣, インターネット通販の普
及などの ｢情報化｣ の観点から報告している。
３. 業態別に見た物流システム















































































南出 (2006) は, オーストラリア主要港における海上コンテナ輸送の動
向について, 対アジア貿易の拡大とその影響の観点から分析している。ま













































また姜 (2006) は, 中国各省における鉄道貨物発送・到着量と各種鉱工
業生産高との関係について, パネルデータに重回帰分析を施し, 地域ごと














ム (以下, JITと略紀) 中心の物流システムへと移り変わり, 海運・鉄道
























































う議論を紹介している。Schoenberger (1988) は JITの導入による自動化
により非熟練労働力の利用が可能となり, 新国際分業モデルと結合し, 周

































いるものではないことを明らかにした。さらに Kaneko and Nojiri (2008)






列の 3PL (物流企業) が設置する物流センターが大きな役割を果たして
いる。まず部品の集散地における vendors consolidation と呼ばれる物流基
地で集荷を行い, 集約化して長距離幹線輸送を行う。再度, 組立地近くの










応用される。さらに増田 (2005) は, 物流における GIS応用の有効性に
ついて, 次の諸点を指摘している。第一は ｢物流コストの削減｣ である。
共同配送の実施, 物流センターの立地決定, 実車率・積載率の向上, 屋外
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方の交通地理学研究部会の共同機関誌である Journal of Transport Geogra-
































































のではない｡ 資本家は, 情報・輸送技術の発展によって, 自由に立地が選



































しかし, 日本の地理学者は JITの実情について, 次のように反論してき














交通地理学 (旅客交通研究) と流通地理学 (貨物輸送研究・物流システム
研究) との方法論的乖離が大きくなる時期であった。経済地理学会が, 次
回の 『経済地理学の成果と課題 第Ⅷ集』 を執筆・編集する際には, 編集
委員会が ｢交通｣ と ｢物流・ロジステイクス｣ について, それぞれ別に節
をたてる必要が生じるかもしれない。
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Review of Transport and
Physical Distribution Studies for
Current Japanese Economic Geography
Based on research data from 2002～2007
Wataru NOJIRI
As a result of observing data from approximately 70 papers written by
Japanese geographers from 2002 to 2007 concerning transportation and physi-
cal distribution, various themes in geography studies and research trends be-
came apparent: 1. transport between metropolitan areas; 2. inter-regional
transport; 3. social transportation geography research; 4. historical geography
research relating to modern transportation; 5. geographical research on ware-
houses; 6. informatization of distribution systems; 7. physical distribution sys-
tems by management type; 8. freight flows and international physical
distribution; 9. the system of “Just-in-Time”; 10. physical distribution and
geographic information systems; 11. geographical studies related to logistics.
However, global trends in transportation and physical distribution have
brought moves toward deregulation and privatization. Soon, it may be neces-
sary for Japanese transport geography research to critically inspect policies in-
stead of affirming the current situation concerning the spatial effect of
deregulation or privatization on the transportation network or on regional so-
ciety. Concerning the serious accessibility or mobility gap between metropoli-
tan areas and surrounding less densely populated areas, research should be
done from the standpoints of social fairness and equality, the merits and de-
merits of transportation changes promoted by scrap and build or creative de-
struction, and the abuse of motorization.
Physical distribution research has also seen great change. Influenced by the
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information age and the marketing revolution, research on the logistics sys-
tems of businesses centered on chain-stores has become more popular. As for
transportation system research, the trend is away from the specialized large
volume transportation of the period of high economic growth to Just-in-Time
delivery, as well as the transformation of the industrial structure due to the oil-
shock.
The latest trend is represented by a series of research studies by Aoyama,
an advocate of a new economic geography based on logistics, a broader concept
than the unified system of production, distribution and consumption. Another
new theme of economic geography research in the logistics industry is an in-
terest in information systems, electronic commerce and cyber space of physi-
cal distribution or marketing trade and consumption.
Our conclusion is that there is a growing methodological gap between trans-
port geography (passenger transport research) and physical distribution re-
search (freight transport research and logistic systems research).
